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［情報名］赤黄色土における茶の無肥料栽培は微量要素の収奪が少なく養分欠乏の可能性は低い 

［要約］有機栽培から無肥料栽培へ転換すると、土壌中の多量元素は減少するが、新芽の元素濃

度は同程度で収奪量が低く、微量要素が欠乏する可能性は低い。 
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［背景・ねらい］ 

これまで茶の超省力・低コスト栽培技術を確立するために、無肥料無農薬栽培における生葉の

収量や成分変化および付加価値の高い茶種の選定等を行ってきた。その結果、収量は著しく低下

するが全窒素含有量は同等、半発酵茶適性に優れることを明らかにした。しかし無肥料栽培をこ

のまま継続した場合、土壌からの養分収奪のみとなることから植物体および土壌中の元素に変化

が生じると考えられる。そこで､新芽および土壌の元素含有量の変化を明らかにし、養分欠乏の

可能性を検討する。 

 

［成果の内容］ 

１．長期間、無肥料を継続した茶園の新芽中の無機元素濃度は、有機栽培とほぼ同程度である。

（図1）。 

 

２．有機栽培における無機元素の収奪量に対し、無肥料栽培３年目では 50～80％、15 年以上無

施肥の茶園では硫黄が50％、その他の元素では20％程度が収奪される（図２） 

 

３．土壌中の元素は、有機栽培茶園に比べ、15年以上無施肥の茶園ではカルシウム、硫黄が少な

く、ケイ素、鉄が多いものの、これらの元素について、葉中濃度に差がないことから養分欠乏

あるいは過剰障害は見られない（図１・３） 

 

４．15 年以上無施肥の茶園における摘芽中の無機元素の相関は、リンに対しマグネシウムと硫

黄、亜鉛、およびマグネシウムと硫黄において正の相関が高い（表1） 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．無肥料栽培への転換および耕作放棄園再生技術の資とする 

２．供試した土壌は、風化変質赤黄色土である。 

３．有機栽培園の施肥は有機JAS認定資材を用い，10aあたりの年間N:48kg，P:20kg，K:24㎏お

よび粒状苦土セルカ(MgO:7kg、Fe:3.4kg、Mn:3kg、Zn:0.9kg)を施用した。 

４．15年以上無施肥の茶園は、施肥および摘採や枝条管理を15年以上行っていない茶園である。 

５．新芽および土壌元素の測定は、卓上型蛍光Ｘ線分析装置（Rigaku EDXL300）を用いた。 
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［具体的なデータ］ 

 

 

 

 

 

表 1 15年以上無肥料茶園の新芽中無機元素含有量の相関 

  K P Ca Mg S Mn Zn Si 

K 1              
P 0.587* 1 

  
    

Ca 0.292 -0.557* 1      

Mg 0.694** 0.968** -0.438+ 1     

S 0.734** 0.952** -0.348 0.958** 1    

Mn 0.374 -0.194 0.560 -0.052 0.003 １   

Zn 0.443+ 0.949** -0.679** 0.877** 0.856** -0.315 １  

Si 0.098 -0.069 0.583 -0.251 -0.247 0.097 -0.570* １ 

＊＊p<0.01，＊p<0.05，+p<0.10，n＝16 
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図3 土壌中の元素含量（2022年10月採取）
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図１ 1番茶新芽の元素濃度の違い（2022年）
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図2 元素の年間収奪率(2021年）
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